
 

 

２０１８（平成３０）年度  事 業 報 告 書 
                    社会福祉法人 高槻ライフケア協会 

Ⅰ 法人、事業運営の総括 

  ６月の大阪北部地震９月に台風と、近来まれにみる被害が広範囲に及び、高槻ライフケア

協会でも、通所介護のエレベーター故障、くらし創造の家 朋（とも）は近隣の飛来物で屋

根の一部損壊、築 85 年の高槻町研修室「うらら」は壁の漆喰と東側板塀が剥離するなど影

響を受けました。設備の定期点検と建物の補修していたことで修復も早くにできました。 

  ひとり暮し高齢者の有料老人ホームや特別養護老人ホーム等の入居希望が増えてきまし

た。高齢者自身も「最後をどこで迎えるのか」事前の準備が大切ですが、在宅の看取りには

訪問介護やくらし創造の家 朋（とも）の小規模多機能居宅介護が関わり、利用者の最後の

日々に寄添い、介護支援専門員は訪問看護や往診医とも連携し調整と支援をすすめました。

＜寄添うケア＞には訪問介護員や介護職のスキルの向上とサービスの質が不可欠です。 

  地域交流センターあすなろの短時間デイは利用者３名になり、あすなろ２号館は、ミニセ

ミナーや音楽会、お茶会、そして定例のプログラム活動と、ボランテアたちの努力で創造的

な地域交流の拠点に育ってきました。小規模多機能型居宅介護も“歌声喫茶”“いきいき健康

体操”の場面では、利用者と地域の人たちの相互交流も継続して行われています。 

  高槻ライフケア協会は設立から 28 年、現在は 140 名が働いています。生活介護の職員対

象に、「障がいの理解」と「個別利用者の支援方法」を学ぶ場を設け、スーパーバイザーは高

槻ライフケア協会の第１期生が務めています。任意団体時代の独自サービスや創造的な活動

を担い、それを知る人たちが高齢で現役を退くなか、社会福祉法人で働く人たちが、これら

先達から創意工夫の実践力や知恵の承継は、具体的で現実的な課題になってきています。 

  管理者、常勤職、非常勤と退職し、公募の応募者は少なく、人材確保が困難になりました。

その中で小規模多機能型居宅介護あすなろが新機軸で一定の成果を示し、管理者の退職に主

任の昇格、非常勤の常勤職転換、人材育成の強化、ネットワーク活用などすすめました。 

  

Ⅱ 法人本部 事業報告 

 １、介護に関わる人材育成 

  ①介護職員初任者研修の春期コースは中止、秋期コースの協力もあり８名が修了しました。 

  ②喀痰吸引等医療的ケア第３号研修は年１回開催で 11名修了、実地研修修了は年間61名、

同行援護従業者養成研修（一般課程 12 名、応用課程 15 名）は延 27 名修了。これら障

害者支援に係る研修受講に高槻市障害福祉課の一部助成があり、修了者には好評でした。 

 ２、地域交流センターあすなろの短時間デイの利用は、男性１名、女性２名で、要支援１・

２の認定が必要です。 

 ３、人事管理とキャリアパスの整備 

  ①36 協定による時間外手当は、事業所選出担当者と法人の３６協定員会で協議、事業所単

位で時間外勤務の上限を設けました。茨木労働基準局から早朝・夜間・深夜手当は時間

外手当の一部として認められました。 

  ②育児・介護休業等に関する規程を整備し、法人職員に周知、11 月１日実施しました。 



 

  ③処遇改善加算 2,400 万円を、介護職員の昇給、一時金支給、手当等に充当実施しました。 

 ４、広報紙“われもこう”の発行 （季刊、500 部） 

 ５、定時評議員会の開催  ６月 16 日（土曜日） ９時から 11 時まで 

    2017 年度事業報告（案）について（※）             承認しました 

    2017 年度資金収支・事業収支決算（案）について         承認しました 

    2017 年度監事監査報告について                 承認しました 

    定款変更（案）について（公益事業に日中一時支援の追加）        承認しました 

     （※）は、2018 年度から、＜報告事項＞になります。 

 ６、理事会の開催 

   第 67 回理事会  ５月 18 日（金曜日） 14 時～16 時 30 分 

    ①2017 年度事業報告、収支決算、監査報告、②評議員畑俊治の辞任にともなう後任評

議員に、認知症家族の会代表竹中邦雄を推薦する、③定款の改正（公益事業に日中一

時支援の追加）、④定款施行細則の改定、⑤定時評議員会を 6 月 16 日開催、以上を 

    承認、決定しました。 

   第 68 回理事会  9 月 17 日（月曜日） 9 時～12 時 

    ①第Ⅰ期（４月～７月）事業進捗状況報告、資金収支・事業収支報告の承認、②税額

控除法人更新申請却下（2015 年～2017 年の精査ミス）を承認、③訪問介護管理者の

選任（三俣玲子の休職 → 濵田香澄）を決定、③高槻町研修室「うらら」の賃貸借契

約（大阪北部地震で被災したＮＰＯ法人市民活動ネットワークに２階 6 畳間の一部賃

貸借）は継続審議になりました。 

   第 69 回理事会 10 月 10 日（水曜日） 13 時 30 分～16 時 

    ①監事監査報告は監事が事務長、管理者からの聴取概要の説明と話合い、②高槻町う

ららの賃貸契約について、いずれも継続審議になりました。 

   第 70 回理事会  12 月 10 日（月曜日）  16 時 30 分～19 時 30 分 

    ①監事監査報告に対し「理事会のまとめ」を説明しましたが、意見の相違もあって、

今後も継続審議することになりました。②ＮＰＯ法人市民活動ネットワークとの賃貸

借契約書（１年間の契約、更新は有り）の締結を決定しました。 

   第 71 回理事会  ３月 28 日（木曜日）  9 時～11 時 

    ①2019 年度事業計画、収支予算、②小規模多機能型居宅介護くらし創造の家朋（と

も）の管理者選任（下山節庫が退職 → 田中智子）、③高槻市福祉指導課指導監査 

    報告と改善内容 ア）経理規程の改定、イ）経理規程第７条に基づく出納職員の任命、 

    ウ）計算書類の注記等を是正、エ）定款細則の理事会開催を 5 月、9 月、１月、３月

に変更）、④経理規程及び定款細則の改定。以上を決定しました。 

７、第２回評議員選任・解任委員会の開催 ５月 18 日（金曜日） 17 時～17 時 30 分 

  ①畑俊治評議員から健康上の理由で辞任申出書提出があり、評議員解任を決定しました。 

  ②理事会推薦者について審議、後任に竹中邦雄を全員一致で選任しました。 

 ８、高槻市の指導監査 １月 24 日に法人本部指導監査の結果、第 71 回理事会に示した計算

書類等の注記と金額等を是正した「会計業務改善報告書」を提出しました。 

Ⅲ 第二種社会福祉事業 

１、老人居宅介護（訪問介護） 



 

  １）数値目標と実績 

    利用人数 利用時間 事業収入 事業支出 

2 0 1 8 年度目標 660 人 12,000.0 33,600,000 円 30,000,000 円 

実 績 521 人 8,372 28,425,520 円 23,705,785 円 

達 成 率   78.9％ 69.8％ 84.6％ 79.0％ 

    ※初回加算 13 回 

介護度別の利用時間と利用割合 （身体介護：Ａ、生活援助：Ｂ） 

要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

804.5 2,257 750.5 1,089.5 898.5 859 324 224.5 1,068 96 

２）評価と課題 

①新規利用者は 13 件ありました。終了ケースは、22 件ありました。内訳は、施設入所 8

件、他事業移行 4 件、死亡 7 件、その他 3 件ありました。後半に入院者が増えて死亡

や入所が多くなりました。利用者が大幅に減少しています。新規利用者の確保が必要

です。 

②医療的ケアを必要とする利用者が増えてきていますが、ケアに対応できるケアワーカ

ーの確保が必要です。 

３）事業収支改善への取組み 

①家族との関わりを重視しながら安心して在宅にて過ごせる支援とケアワーカーの資質

向上を図ります。 

②地域包括ケア部会など介護保険事業者協議会に積極的に参加し新規利用者の開拓を進

めていきます。 

③医療的ケアの必要な利用者が増えてきました。実地研修を行い住み慣れた自宅にて継

続して家族の負担を軽減し安心して過ごせるよう支援していきます。 

＜職員体制＞ 

    サービス提供責任者 8 名（介護福祉士） 

    訪問介護従業者 50 名（介護福祉士 26 名、初任者研修修了 24 名） 

 

２、介護予防訪問介護 

  １）数値目標と実績 

 利用人数 事 業 収 入 事 業 支 出 

2 0 1 8 年度目標 600 人 15,000,000 円 12,000,000 円 

実       績 528 人 13,062,571 円  9,750,446 円 

達   成   率 88％ 87.1％ 81.2％ 

     ※初回加算 13 回  

   

＜利用別年間の人数＞ 

要支援１ 要支援２ 

訪問介護Ⅰ 訪問介護Ⅱ 訪問介護Ⅰ 訪問介護Ⅱ 訪問介護Ⅲ 



 

（週 1回程度） （週 2回程度） （週 1回程

度） 

（週２回程度） （週３回程

度） 

239 116 32 30 119 

２）評価と課題 

     新規依頼は地域包括支援センターが 2 件、居宅介護支援事業所が 11 件ありました。終 

    結 6 件、要介護に変更のため終了 7 名でした。 

   ３）事業収支改善への取り組み 

    2018 年より介護予防・日常生活支援総合事業に移行し、地域包括支援センターと連携

した生活支援サービスの推進など仕組みが変わりました。今後の国の動向を見据えた対

応をします。 

 

 ３、地域密着型通所介護 

１）事業サービスの達成状況 

（１）サービスの目標と実績 

 登録者数 事 業 収 入 事 業 支 出 

 目   漂 22 名   19,680,000 円   19,300,000 円 

 実   績 18 名     20,516,667 円   20,463,541 円 

 達 成 率 81.8％ 104.2％ 107.0％ 

   ＜介護度別＞ 

      要 介 護 度    要 支 援 

1 2 3 4 5 計  1  2   計 

 69  70  35   0   0   174  14  49   63 

    ＜加算＞ 

入浴 
サービス提供体制加算Ⅰ  

延件数 
 要介護  要支援 

1,487 1,867 63 2,295 

  （２）評価と課題 

   ①新規利用者 6 名、終結 7 名で終結者数が上回りました。一日の平均利用者数も目 

    標 10 名に対して 9 名でした。新規利用者は、当初は週 1 日利用から週 2～3 日、

毎日の利用もありました。また、入浴をする利用者が 9 割を占め入浴加算もあり

事業収入は目標達成しました。 

   ②事業支出割合はほぼ目標通りでしたが収益が出るまでには至りませんでした。要

因として、事業費は 9 月に転倒事故が 2 件あり、その医療費負担がありました。

人件費は、入浴の利用者が増えた事と認知度の高い利用者の対応により非常勤職

員の勤務時間増がありました。人件費は目標上限の 78％でしたが赤字を出さない

為には 70％にする事が課題です。 

③人材育成として外部の研修に管理者、介護職ともそれぞれに 1 度だけですが参加 

し、伝達研修を行う事ができました。 

２）事業収支改善への取組 



 

    認知度の高い利用者だけではなく、精神疾患のある利用者も受け入れました。家族

や居宅（介護）支援事業所、訪問介護と連絡を密にし利用者の状況に応じて対応しま

した。 

 

＜職員体制＞ 

    管理者１名（生活相談員兼務） 生活相談員 2 名（兼務） 介護職員 6 名（介護福

祉士 3 名） 看護職員 3 名  機能訓練指導員 1 名  調理員 3 名   

 

 ４、小規模多機能型居宅介護 くらし創造の家 朋（とも） 

１）2018 年度の評価と課題 

  （１）数値目標と実績 

 登録者数 事業収入額 事業支出額 

 目    標 16 名 50,400,000 円 49,680,000 円 

 実    績 13 名 50,854,983 円 48,846,040 円 

 達  成  率 81.2％ 100％ 98％ 

       〈支出内訳〉人件費 41,587,611 円（85.2％） 事業・事務費 7,258,429 円（14.8％）  

   ＜介護度別利用者数＞ 

 要支援 要介護 
合 計 

介護度 1 2 1 2 3 4 5 

人 数 0 12 16 25 37 41 51 182 

％ 0 6.6 8.8 13.7 20.3 22.5 28.0 100 

      ＜利用実績＞ 

 通い 泊り 訪問 

年間利用者数 4,258 1,657 989 

1 日平均利用 11.6 4.5 2.7 

       ＜加算の内訳＞ 

内 容 初 回 認知症（Ⅰ） 認知症（Ⅱ） サービス提供体制加算（Ⅰ） 

回 数 60 59 12 166 

     ※認知症加算（Ⅰ） 日常生活自立度（Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ） 

          （Ⅱ） 要介護 2 であって日常生活自立度（Ⅱ）の場合に加算 

    ※サービス提供体制加算（Ⅰ） イ）介護職員の総数のうち介護福祉士の占める割合が 

              50/100 以上 

   （２）評価と課題 

①常勤介護職員等５名の退職にともない、新規利用申込に対応が難しく、登録者数は 

 達成できませんでした。 

②介護度別では要介護度３～５が 70.8％と、重度者を含め＜寄添うケア＞を行ってい

ます。泊りは１日平均 4.5 人で、泊り対応できる介護職員の確保が緊急課題です。 

③内科や精神科、眼科、歯科と医師の往診や訪問看護等医療関係と連携を図り、利用

者の健康維持に努めました。 

④事業計画に掲げた個別レクリエーションを実施できました。日々のレクリエーショ



 

ンは利用者の満足を得るのは不十分で、研修参加などスキルアップが課題です。 

２）事業収支改善への取組み 

    ①事業収入目標を達成しました。事業支出は人件費 85.2％で 160 万円の赤字が見込

まれます。今後、サービス計画や人員配置の見直しを行います。 

    ②他施設等異動４名あり、事業所で看取り 1 名を行いました。 

３）地域との連携 

     2012 年度から開催していた「あんしんサロン」が２月で終了しました。テーマに応

じて参加される方々との貴重な交流の場でした。地域包括支援センターや自治会と 

    連携に努めます。 

 

  ＜職員体制＞ 

    管理者 1 名（介護職員兼務） サービス計画作成者 1 名（介護職員兼務）  

介護職員 12 名（介護福祉士 7 名） 看護職 4 名  事務職 1 名  調理員 2 名 

 

 ５、小規模多機能型居宅介護 あすなろ 

１）2018 年度目標と実績 

 登録者数 事業収入額 事業支出額 

2018 年度目標 18 人 44,400,000 円 45,300,000 円 

2018 年度実績 16 人 45,071,777 円 45,129,012 円 

達成率 88% 102% 99% 

＜収入＞事業収入額に処遇改善加算 2,462,132 円が含まれ、割合は 5.4％です。 

＜支出＞人件費 37,601,691 円（83.3％） 事業費・事務費 7,527,357 円（16.7％） 

介護度別利用者数（短期利用者含む） （ ）内は認知症加算利用者数である                                            

 要支援   要介護   
合計 

1・2 1 2 3 4 5 

合計 22 14 43(36) 70(36) 33(25） 11(9) 193(106) 

比率 11.4 7.2 22.3(33.9) 36.3(33.9) 17.1(23.5) 5.7(8.4) 100% 

   ＜サービスの種類＞ 

 通い 泊り 訪問 合 計 

利用数 3,462 1,715 486 5,663 

比 率 61.1％ 30.3％ 8.6％ 100% 

＜加算の内訳＞（短期利用者は含まない） 

 初回 認知症（Ⅰ） 認知症（Ⅱ） 

回数 112 81 25 

＜短期利用の内訳＞ 

利用人数 4 人、利用回数は 60 回でした。 

（２）課題と評価 

①事業収入は年度目標を達成する事が出来ました。登録者は後半に減少、目標を達成

できませんでした。要介護 3～要介護 4 が全体の 53％で増収につながりました。 



 

②電話相談 20 件、見学者、体験利用 8 件ありました。居宅介護支援事業所 1 件、地

域連携室 4 件、短期利用 2 件（高槻ライフケア協会 1 件、居宅介護支援事業所 1 件）

が利用に結びつきました。終結は他施設 4 名（短期利用者 1 名含む）、緩和ケ 1 名、

ディケア 1 名、その他 1 名でした。 

③通い、泊まりに偏ると、登録者は増えないという観点から、訪問をどのように増や

すか、サービスの柔軟性と創意工夫が課題です 

２）事業収支改善への取組み 

    昨年に比べ要介護 3 の利用者が 2.1 倍、要介護 5 の利用者が 2.8 倍、泊まりの人数が

1.02 倍と増収の要因になりました。一年を通して適正な食材管理の徹底に努めました。 

３）地域との連携 

     2 ヶ月に１回運営推進会議の開催、地域交流センター主催のコンサート等、行事には

利用者も積極的に参加していますが、事業計画の内容の見直しと評価等を月 1 回の地域

交流センターの運営委員会で行っています。日台東包括ケア会議では情報交換を行い地

域との連携を深めています。小規模部会は介護サービス事業者が他種職との連携を深め、

情報の共有、研修を通してサービスの向上を目指します。 

 

＜職員体制＞ 

  管理者１名（介護職員兼務） サービス計画作成者１名（介護職員兼務） 

  介護職員 12 名（介護福祉士７名） 看護職６名  調理員４名（介護職員兼務１名） 

  事務員１名（介護職員兼務）  配膳係 2 名 

 

６、障害福祉サービス事業 

１）居宅介護 

（１）数値目標と実績 

 人 数 時 間 事業収入 事業支出 

2018 年度目標 828 12,000 60,000,000円 51,600,000円 

実     績 824 12,115 58,063,427円 60,551,980円 

達   成  率 99.5% 101% 96.7％ 117.3％ 

ケア内容別利用実績                                             

 家事援助 身体介護 
通院介助（身体あ

り） 
通院介助（身体な

し） 
合計 

時間 6,177 5,091 782 65 12,115 

％ 51 42 6.5 0.5 100 

       障害程度区分 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合 計 

人数 2 25 18 5 4 13 67 

％ 3 37.3 26.7 7.5 6 19.5 100 

                                             （児童 3名は非該当） 

    （２）評価と課題 

    ①相談支援事業所から新規利用者が 3 件ありました。管理者の変更もあり、新規の依 



 

     頼を断ることがありました。長期入院もあり、利用が大幅に減少しました。終了は

4 件です。 

    ②新規利用者のうち 1 件は、就労しながら支援も利用しています。住み慣れた自宅 

     で安心して生活できるように支援しています。 

   3）事業収支改善への取組み 

    ①相談支援事業所との連携やカンファレンス等への参加により新規利用者の確保に

つとめます。 

    ②サービス提供責任者が協働して利用者に関わる体制作りを構築し、サービス提供責

任者の業務の効率化を図ります。 

    ＜職員体制＞ 

     サービス提供責任者 7 名（介護福祉士） 居宅介護従業者 48 名（介護福祉士 33 名） 

 

２）重度訪問介護 

１）数値目標と実績 

 人  数 時  間 事業収入 事業支出 

2018 年度目標 48 1,500 4,500,000 円 3,000,000 円 

実     績 40 1,504 4,057,847 円 2,888,162 円 

達  成  率 83.3％ 100.2％ 90.1% 96.2％ 

２）課題と評価 

    ①月あたり平均４件で推移しています。レスパイト入院などあり、利用者数、利用時

間共に達成出来ていません。 

   ②利用者、家族から様々な要望があり、個々に対応出来るよう努力しています。 

    医療的ケを必要とする最重度の利用者に対し、安定した在宅生活が維持できるよう

利用者家族を含めた利用者支援を心がけます。 

   ３）職員体制     居宅介護と同じ 

 

３）同行援護  

１）数値目標と実績 

 人 数 時 間 事業収入 事業支出 

2 0 1 8 年度目標 276 3,720   9,480,000 円 7,200,000 円 

実     績 261 4,179 11,124,823 円 7,994,480 円 

達  成  率 94.5％ 112.3％ 117.4% 110.0％ 

２）課題と評価 

①新規利用者３名（施設１名、他県１名）、終了は、２名でした。 

②１回あたりの利用時間数が長い事や直前に急な依頼が入ることもありましたが、で 

きるだけ断らないよう調整した結果、時間数も事業収入も増加しました。 

    ３）職員体制   同行援護従業者 30 名、 視覚障害者ガイドヘルパー17 名  

 

 ４）生活介護 

１）事業・サービスの達成状況 



 

（１）サービスの目標と実績 

 利用人数 事業収入 事業支出 

2018年度目標 30人 48,000,000円 43,200,000円 

実       績 29人 47,137,278円 42,814,118円 

達   成  率 97％ 98％ 99％ 

      ＜区分別利用者数＞ 

 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 合 計 

人  数 36 人 9 人 78 人 216 人 343 人 

％ 10％ 4％ 23％ 63％ 100％ 

（２）評価と課題 

①週 5回利用者の入院１名、区分が 5 から 4に下がった利用者１名、週 3 回利用者の死亡な

どで目標額に達することができませんでした。 

②毎月担当者を決めたが利用者の特性に合わせたレクリエーションができず課題です。今後 

は利用者の特性を理解できる研修の実施が必要です。 

③利用者がおやつづくりの内容を話し合って決め、みんなで作りました。おやつの作り方レシ

ピの絵書くなどして、意欲を持って取り組むことができました。 

２）事業収支改善への取組み 

利用者の利用回数を調整する努力をしました。レスパイト入院の日程も早めに把握し、月１～２

回利用者２名を入れました。 

３）人材育成について 

     スーパーバイザーの助言をうけ、プログラムの改善に取り組みました。法人研修や外部研修に

は、職員の時間を調整、受講し、職員会議などで伝達研修が行えるようにしました。 

 

＜職員体制＞ 

管理者 1名  サービス管理責任者 1名   生活支援員 9名（介護福祉士 6名） 

看護職 5名  理学療法士 1名   医師 1名   調理員 6名  事務員１名 

 

７、移動支援事業 

１）数値目標と実績 

 人 数 時 間 事業収入 事業支出 

2 0 1 8 年 度 目 標 720 7,620 17,500,000円 14,400,000円 

実      績 762 7,910 17,994,260円 15,577,028円 

達   成   率 105.8% 103.8% 102.8% 108.2% 

 

サービスの内容   

身体介護を伴う 身体介護を伴わない 

3,314 時間 299 件 4,595 時間 463 件 

２）評価と課題 

①新規依頼が 10 件（知的障害 8 件、身体障がい 2 件）、うち 2 件は介護保険で関わっ



 

ている利用者です。身体の利用者でベッドから電動車いすにリフト移乗してガイドヘ

ルパーを利用している独居の利用者もあります。 

②ひやり・はっと事例や苦情対応などの研修を行い事故の予防に努めていきます。 

    

＜職員体制＞ 

全身性障害者移動支援従業者 26 名   知的障害者移動支援従業者 30 名  

初任者研修修了 15 名   介護福祉士 34 名  

 

Ⅳ 公 益 事 業 

 １、居宅介護支援事業 

１）事業、サービスの達成状況 

  （１）サービスの目標と実績 

     利用者数 
事業収入 事業支出 

要介護 要支援 合 計 

2018 年度 目標 660 人 540 人 1,200 人 13,278,000 円 13,316,500 円 

実     績 715 人 569 人 1,284 人 14,863,148 円 14,490,540 円 

達  成  率 108 ％ 105 ％  107 ％   112 ％   109 ％ 

   ＜加算の種類＞                            

初回 入院時情報連携 退院退所 小規模多機連携 
ターミナルケア 

マネジメント 
 合計 

35 15 6 1 1 68 

   ＜利用者の推移＞ 

新規 
終 了 サービス 

担当者会議 
訪問調査 

入居 死亡 その他 合 計 

32 7 4 3 143 143 263 

  （２）評価と課題 

   ①利用者数目標に対し、月平均利用者は要介護が 59.5 人、要支援は 47.5 人、合計 107

人、年間 84 人増加しました。 

②要介護１・２が 73.5％と軽度者中心ですが、３～５の重度者は 26.4％前年度比 2.5％

増えています。要支援は、総合事業対象の予防ケアマネジメントが 261 件 45.8％と増

加しました。今後、予防ケアマネジメントと要支援の逆転も予測されます。 

２）事業収支改善への取組み 

（１）要介護度 60.6％（7.7％増）、要支援 48.2％（1.2％増）と要介護が伸長し、加算で

は医療関連 30％が収支改善に大きく寄与しました。 

（２）事業収入 1,585,148 円の増収、赤字は５月、６月、12 月に減少など、堅調な収支管

理ができました。一時金支給等の賃金改善は継続した課題です。 

（３）主任介護支援専門員及び介護支援専門員が、困難事例のケアマネジメントをはじめ 

医療や多職種連携に努めた成果として評価されます。 

  ３）人材育成について 



 

  （１）地域ケア会議等の事例検討会で主任介護支援専門員等３人が事例発表を行いました。 

  （２）複数事業所の事例検討会を開催し、介護支援専門員全員の学びの機会になりました。 

  （３）外部研修、伝達研修とともに個別研修計画の立案、実施、報告を行いました。 

 

 ＜職員体制＞ 

   管理者 1 名（介護支援専門員兼務）、主任介護支援専門員１名、介護支援専門員６名 

   （常勤２名、常勤兼務１名、非常勤３名） 

 

 ２、ケアワーカー派遣サービス 

障害者や高齢者など社会的ハンディを有する人たちが〈必要なとき必要なサービス〉

を利用できるよう総合的な生活支援サービスを提供しました。  

１）サービスの目標と利用実績 

 人数 時間 収入額 支出額 

2018 年度目標   456 1,800 2,400,000 円 2,016,000 円 

2018 年度実績 349 1,686 2,544,500 円 1,692,109 円 

達 成 率 76.5％ 93.6％ 106.0％ 83.9％ 

 

＜利用内容の内訳＞ 

 家事援助 身辺ケア 社会的ケア 合 計 

時  間 1,216 240 230 1,686 

比  率  72.1％ 14.2％ 13.7％ 100％ 

２）課題と評価 

   新規利用者は 24 件ありました。社会福祉協議会からの依頼が 2 件ありました。居 

   宅介護支援事業所の依頼や問い合わせもあり、介護保険では利用できない部分で 

   ケアワーカーを派遣しています。 

３）事業収支への取組み 

    介護保険や傷害福祉サービスなどの公的サービスに時間の制限があり延長の希望 

    や通院の町時間の対応等さまざまなニーズに柔軟な対応をします。 

 

 ３、教育研修事業 

１)目標と実績 

 事業収入 事業支出 

2018 年度目標 3,000,000 円   2,800,000 円 

実     績 2,038,000 円   2,234,000 円 

達  成  率 67％ 79％ 

２)研修実施報告 

研修名 研修日 
募集 

人数 

修了

者数 
達成率 

(特定の者対象)喀痰吸
引等研修(基本研修) 

6 月 9 日・ 6 月 16 日 20 名 11 名 55％ 



 

同行援護従業者養成
研修 

一般課程 6 月 22 日・25 日・27 日 

応用課程 7 月 3 日・4 日 

16 名 

16 名 

12 名 

15 名 

75％ 

94％ 

介護職員初任者研修 10 月 13 日～3 月 23 日 16 名 8 名 50％ 

茨木市移動支援従業
者養成研修 

全身性障害課程 11 月 28 日～12 月 12 日 

知的障害課程  1 月 16 日～2 月 1 日 

15 名 

15 名 

8 名 

5 名 

53％ 

33％ 

〈評価と課題〉 

   ①介護職員初任者研修の春期コースは申込者が少なく、開講できませんでした。秋期

コースは受講者数 8 名の内、高槻市母子家庭等就業自立支援事業枠が 6 名でした。

受講生の確保は継続した大きな課題となり、研修自体の見直しが必要となりまし

た。 

   ②6 月に実施した(特定の者対象)喀痰吸引等研修基本研修は、受講者数が 12 名でした

が、修了試験不合格者が 1 名あり修了者数は 11 名でした。実地研修修了者は年間延

べ 61 名でした。前年度から年間 60 名を超え、基本研修修了者が実地研修を多く受

けている状況で、枚方市や茨木市、島本町の事業所からの申し込みもありました。 

   ③高槻市の障がい福祉サービス従業者養成研修費補助金制度をアナウンスし、障害者

支援の喀痰吸引等研修と同行援護従業者養成研修の受講申込者には情報提供を行い

ました。 

 

４、日中一時支援 

１）サービスの目標と実績 

 回 数 実 数 事業収入 

2018 年度目標 300 回 120 人 2,160,000 円 

実         績 251 回 117 人 2,243,200 円 

達  成  率 83％ 97％ 101％ 

２）評価と課題  

①生活介護と日中一時両方利用する利用者１名が入院した月は、生活介護に振分けま

した。 

②支援区分 2 で生活介護を利用できない 2 名が利用しました。 

③支援学校に通う障害児１名が土曜日、日曜日を安定し利用しました。 

 

５．法人本部研修報告 

１）評価と課題 

①法人研修計画以外にも体験型研修を実施し、調理員や看護師、言語聴覚士、精神保健

福祉士、福祉用具プランナーなど様々な職種の講師による多彩な研修が実施できまし

た。 

②外部研修を受講した職員が、伝達研修として講師役を担い、教える立場としてのよい

経験の場となりました。 

③業務で研修に参加できない職員があり、参加をする工夫が必要になっています。 

２）実施した研修 

  4 月 15 日～5 月 20 日「新任職員研修」               受講者 2 名 

  4 月 17 日「介護保険法改正」＊                    受講者 11 名 



 

5 月 22 日「認知症・独居高齢者・ターミナル期の人への福祉用具の知識と演習」 

           講師 荒木 直人                  受講者 15 名 

6 月 14 日「食中毒予防と蔓延防止」＊                 受講者 15 名 

  6 月 21 日「腎臓病～透析の基礎知識～」 講師 安井真由美       受講者 13 名 

  7 月 5 日「ストレスマネジメント研修」  講師 伊藤寿見子       受講者 4 名 

  8 月 22 日管理者研修                        受講者 6 名 

「人材育成から考える介護経営戦略」＊ 

「介護事業者のためのリスクマネジメント」＊ 

  8 月 28 日「事例検討会」         講師 三田村啓子      受講者 6 名 

  9 月 14 日「口腔ケアと口腔リハビリ」＊                受講者 11 名 

  9 月 19 日「排泄の介助」        講師 黒崎良子       受講者 8 名 

  10 月 8 日「目からうろこのレクリエーション研修」＊               受講者 4 名 

  10 月 15 日・11 月 19 日・11 月 28 日「安全運転講習」 講師  長岡 慧    

  受講者 16 名 

   11 月 5 日「評価者研修」                          受講者 8 名 

   11 月 19 日「感染症の予防と対策」＊                    受講者 8 名 

   12 月 11 日「気持ちに寄り添う支援」＊                  受講生 12 名 

   1 月 22 日「認知症の方の想いを探る」＊                  受講生 7 名 

   2 月 15 日「法令遵守と職業倫理」                     受講生 6 名 

   3 月 14 日「ケアと権利意識」   講師 篠原由利子         受講生 11 名 

                             （＊は伝達研修） 


